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２
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
宮
崎
市
の
サ
ン
マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
で
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
日
本
代
表
候
補
合
宿
に
参
加
さ
れ
た
、
ア

メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
、
シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
の
福
留
孝
介
選

手
が
、
２
月
19
日
（
木
）、
合
宿
の
休
養
日
を
利
用
し

て
大
崎
町
役
場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
留
選
手
は
「
日
本
代
表
に
入
り
、
ふ
る
さ
と
の
子

ど
も
た
ち
の
目
標
と
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
。
今
回

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
度

帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
小
学
校
や
中
学
校
を
訪
問
し
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
靖
弘
町
長
は
「
大
崎
町
か
ら
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
選
手
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま

す
。
福
留
選
手
が
代
表
入
り
し
、
大
崎
町
に
と
っ
て
元

気
の
出
る
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
激
励
し
、
地
元
大
崎
町
で
採
れ
た
デ
コ
ポ

ン
や
地
元
企
業
の
焼
酎
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
14
日
（
土
）
に
は
、
大
崎

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
児
童

ら
が
、
日
南
市
の
広
島
カ
ー
プ
の
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
て
い
る
松
山
竜
平
選
手
と
、

南
郷
町
の
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
て
い
る
赤
田
将
吾
選
手
に
面
会

し
、
町
長
か
ら
託
さ
れ
た
激
励
品
を
贈

呈
。
最
後
に
は
両
選
手
と
記
念
撮
影
を
行

い
、
児
童
ら
も
大
変
喜
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

　

松
山
選
手
は
１
軍
で
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

し
、
打
撃
も
好
調
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
ベ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
左
足
を

痛
め
、
現
在
も
リ
ハ
ビ
リ
中
の
よ
う
で
し

た
が
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
、
た
く
ま
し

い
表
情
で
し
た
。
５
〜
６
月
の
完
全
復
帰

を
目
指
し
て
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

赤
田
選
手
は
、
こ
の
日
の
紅
白
戦
Ｄ
Ｈ

１
番
で
先
発
。
こ
ち
ら
も
日
焼
け
し
、
自

信
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
で
し
た
。
ま
た
、

赤
田
選
手
の
小
学
校
時
代
の
担
任
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
し
て
い
た
狩
集
先
生

も
激
励
に
見
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
崎
町
か
ら
全
国
・
世
界
へ
挑
戦
し
て

い
る
選
手
の
皆
さ
ん
。
子
ど
も
達
に
夢
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲役場を表敬訪問された福留孝介選手

▲子ども達と記念撮影をする松山竜平選手

▲激励品を手にする赤田将吾選手
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平
成
21
年
２
月
21
日
（
土
）、
町
総
合
体
育

館
に
お
い
て
大
崎
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
（
会
長
：
新
宮
邦
久
さ
ん
）
が
主
催
す
る
『
町

子
ど
も
会
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
町
内
か
ら
約

１
４
０
人
の
児
童
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
鹿
児
島
県
や
曽
於
地
区
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
、

四
つ
の
子
ど
も
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
大

会
の
運
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
わ
ん
ぱ
ー
く
（
理
事
長
：

古
田
由
香
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
参

加
者
を
12
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
キ
ン
ボ
ー
ル
や

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
な
ど
６
種
類
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
、
参
加
者
は
、
日
ご
ろ
遊
ぶ
こ
と
の
な
い

他
校
の
児
童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
最

初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
交

流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 

　

５
期
15
年
と
い
う
長
き
に
渡
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
小

屋
健
二
さ
ん
55
に
替
わ
り
、
１
月
１
日
よ
り
北
村
厚
義
さ
ん
61
が
同
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
北
村
さ
ん
は
「
住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」
と
、

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
小
屋
さ
ん
は
行
政
事
情
や
地
域
事
情
に
精
通
さ
れ
て
い
て
、
人
権
啓
発

は
も
ち
ろ
ん
、
相
談
者
の
た
め
に
誠
心
誠
意
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
、
皆
さ
ん
の
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ

る
よ
う
に
人
権
相
談
や
学
校
、
街
頭
で
の
啓

発
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）
で
行
い

ま
す
。

○
人
権
相
談
（
特
設
）

　

町
内
で
も
年
４
回
程
度
、
特
設
人
権
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
問
題
、
相
続
や

登
記
の
問
題
、
差
別
や
い
じ
め
な
ど
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
鹿
屋
法
務
局
で
は
、
休
日
を
除
く
月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
常
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

▲法務大臣より小屋さんに感謝状が授与

私たちが私たちが
　相談に応じます　相談に応じます

稲葉正和さん（小能）

北村厚義さん（仮宿上）

人
権
擁
護
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　

北
村
厚
義
氏
が
就
任

　
　
　
　

北
村
厚
義
氏
が
就
任

町内の子ども会からたくさんの児童が参加！

平成20年町子ども会大会が開催！平成20年町子ども会大会が開催！

▲初めてのドッジビー！▲表彰を受ける子ども会

おめでとう！おめでとう！
鹿児島県子ども会育成連絡協議会表彰
☆東千草子ども会（大丸）
曽於地区子ども会育成連絡協議会表彰
☆船迫子ども会（大崎）
大崎町モデル子ども会感謝状
☆柳別府子ども会（大丸）
☆高尾子ども会（菱田）

▲キンボールで遊ぶ子どもたち
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　１　監査の対象
　　⑴　財務に関する事務の執行
　　⑵　経営に係る事業の管理
　　⑶　備品の管理状況

　２　実施日程
　　　町長部局，議会，教育委員会，農業委員会，選挙管理委員会について，
　　　平成21年１月14日から平成21年２月26日まで実施

　３　監査結果および意見
　　⑴　財務に関する事務の執行について
　　　　平成20年度の事務に関する事務事業が，経済的，効率的に実施されているかを主眼とし，法令

および条例等の定めに従って事務処理がなされているかを監査した。
　　　　監査の結果，各会計とも予算の効率的執行により計画された事務事業については，所期の目的を

達成しており，健全な財政運営がなされていると認められる。
　　　　工事請負費については，抽出により現場監査を実施したが，設計書に基づき適正な工事執行がな

されていると認められた。
　
　　⑵　経営に係る事業の管理について
　　　　水道事業の経営については，健全経営がなされていると認められる。
　　　　今後も，なお一層の経営合理化を図りながら，事業の使命である安全かつ安い水の安定供給に最

善の企業努力をされたい。
　　　　　
　　⑶　備品の管理状況について
　　　　平成19年度購入の備品について，現物確認と管理利用状況を監査した結果，全般的によく管理

運用がなされていた。
　　　　備品は，町の財産のひとつでもあるので，現物を常に把握し有効利用すると共に不用な物は廃棄

処理を行うなど適正な管理に努められたい。
　
　　⑷　その他
　　　　事務処理において依然として不備が見受けられたので，伝票や契約書等の書類作成の際は，十分

注意しながら正確な処理を心がけられたい。また，監査の過程で指摘されたものについては，厳重
に注意を払い，同じ過ちを繰り返すことのないよう，留意されたい。

　平成21年２月26日
　大崎町監査委員　　四　本　庸　一
　　　　〃　　　　　長　重　充　輝

　地方自治法第199条第１項及び第４項ならびに大崎町監査委員条例第４条の規定に基づき，平成
20年度会計に係る定例監査を実施したので，その結果を同法199条第９項ならびに同条例第８条の
規定により，次のとおり報告し公表する。

▲ビーチスポーツ専用競技場シャワー棟

～平成20年度定例監査結果公表～～平成20年度定例監査結果公表～
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　新型インフルエンザの予防対策として，もっとも有効な手段は，ウイルスの感染経路（広報２月号に掲載）
を知り，感染防止に心がけることです。そのために“自分たちができること”を考えてみましょう。

《新型インフルエンザ発生前に準備すること》
　まず，通常のインフルエンザを防ぐことが大事です。通常のインフルエンザは，感染した人の咳，くしゃ
み，つばなどの飛沫とともに放出されたウイルス，もしくは空気中を漂流しているウイルスを吸入すること
によって感染しますので，以下のことを注意しましょう。

マスクの着用・うがい・手洗い
　熱，咳，くしゃみ等の症状のある人は必ずマスクを着け，このような人に接する場合もマスクを着けるこ
と。咳やくしゃみをおさえた手，鼻をかんだ手はすぐに洗うこと。これらが，インフルエンザ予防のために
必要な「咳エチケット」です。

食糧・水・日用品の確保・備蓄
　新型インフルエンザは，日本だけでなく，海外でも同時に発生することが予想されますので，輸入が減少
したり，停止することにより，種々の生活必需品が手に入らなくなることがあります。感染を防ぐためには
不要不急の外出をしないことが原則ですので，最低限（2週間程度）の食糧・日用品は確保しておきましょう。

適度な湿度の維持・換気 
　室内の乾燥を防ぐために適度な室温を保ち，定期的に外気との空気交換をしましょう。   
 
外出時の注意
　流行地への渡航，人ごみや繁華街への外出を控えましょう。

免疫力を高める
　十分な休養，適度な運動，バランスのよい食事，規則正しい生活で感染しにくい状態を保ちましょう。

予防接種の実施
　麻しん（はしか）や通常のインフルエンザ等，発熱性の疾患について，予防接種を行い，新型インフルエ
ンザとの重複感染を予防しましょう。

一人ひとりが新型インフルエンザに関心を持ち，地域ぐるみで協力することが大切になってきます。
お互いに助け合い，新型インフルエンザの流行に備えましょう。

「もしも新型インフルエンザが流行したら？」「もしも新型インフルエンザが流行したら？」

●咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえ，他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れてください。
●呼吸器分泌（鼻汁・たんなど）を含んだティッシュをすぐに蓋付きの廃棄物箱に捨てられる環境を整
えましょう。
●咳をしている人にマスクの着用を促しましょう。
　マスクはより透過性の低いもの，例えば，医療現場にて使用される『サージカルマスク』 が望ましいが，通常の市販
マスクでも咳によるウイルス拡散をある程度防ぐ効果があると考えられています。一方，健康な人がマスクを着用して
いるからといって，ウイルスの吸入を完全に予防できるわけではないことに注意が必要です。

● マスクの説明書をよく読んで，正しく着用しましょう。

咳エチケットについて
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〝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
〞
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
、
21
回
目
を
迎
え
た
『
全
国
健
康
福
祉

祭
』
が
、
昨
年
10
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
鹿
児
島
県
内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
で
は
〝
鹿
児
島
の
食
文
化
〞
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
し
て
、
選
手
団

一
同
に
、
地
産
地
消
の
食
材
で
郷
土
色
豊
か

な
昼
食
弁
当
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
崎
町
で
は
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
、
競

技
は
10
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

26
日
の
昼
食
で
は
、『
大
隅
グ
ル
メ
弁
当
、

豚
汁
、
黒
豚
炭
火
焼
き
』、
27
日
は
『
大
隅

め
ぐ
み
弁
当
、
さ
つ
ま
汁
、
う
な
ぎ
蒲
焼

き
』
で
お
も
て
な
し
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶
や

お
菓
子
、
ヤ
ッ
タ
ネ
菜
ッ

タ
ネ
を
使
っ
て
揚
げ
た
郷

土
料
理
〝
が
ね
〞
や
明
日

葉
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
大
崎

町
特
産
品
を
た
っ
ぷ
り
味

わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

豚
汁
、
さ
つ
ま
汁
は
手

作
り
で
、
食
材
は
、
地
元

商
店
の
ご
協
力
に
よ
り
、

地
元
で
採
れ
た
新
鮮
で
安

心
安
全
な
食
材
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
調
理

に
関
し
て
は
、
早
朝
か
ら
大
崎
町
食
生
活
改

善
推
進
員
、
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め

地
域
各
種
団
体
（
延
べ
約
１
０
０
人
）
の
ご

協
力
で
、大
崎
、大
丸
、菱
田
改
善
セ
ン
タ
ー

で
調
理
し
て
、
会
場
に
運
び
、
熱
々
の
豚
汁

１
０
０
０
食
分
、
さ
つ
ま
汁
８
０
０
食
分
が

提
供
さ
れ
、
元
気
と
思
い
や
り
の
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
美
味
し
い
豚
汁
、
さ
つ
ま
汁
に
な
り

ま
し
た
。

　

素
朴
な
郷
土
料
理
に
住
民
参
加
の
手
作
り

の
「
お
も
て
な
し
」
は
、
お
腹
も
、
心
も
満

た
さ
れ
た
様
子
で
、
輝
く
よ
う
な
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
、「
ご
馳
走
さ
ま
で
し
た
。
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
よ
。
元
気
が
出
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。」
と
、
こ
ち
ら
ま
で
幸
せ
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿

児
島
の
豊
富
な
食
材
と
新
鮮
さ
に
感
激
さ

れ
、
特
に
、
さ
つ
ま
汁
に
使
っ
た
色
鮮
や
か

な
さ
つ
ま
芋
は
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
様
に
『
食
』
を
囲
む
と
、
幸
せ
の
輪

が
大
き
く
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
季
節
の
豊

か
な
食
材
や
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
故
郷
を
誇

り
に
思
う
と
と
も
に
、
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い

て
『
食
』
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
郷
土
料
理
の
力
に
感
謝
』

　

平
成
21
年
１
月
24
〜
25
日
の
２

日
間
、
宮
崎
市
に
お
い
て
『
九
州

地
区
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
』

が
開
催
さ
れ
、
九
州
各
県
よ
り

２
４
０
０
人
の
体
育
指
導
委
員
が

一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら

は
７
人
の
体
育
指
導
委
員
が
参
加

し
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て
の
資

質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
期
に
わ
た
り
体
育
指

導
委
員
と
し
て
地
域
に
お
け
る
体

育
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
、岩
切
チ
エ
さ
ん
（
上
住
）

が
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

岩
切
さ
ん
は
平
成
２
年
４
月
１

日
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
大
崎
町

体
育
指
導
委
員
と
し
て
18
年
間
就

任
さ
れ
、
女
性
体
育
指
導
委
員
の

感
性
を
生
か
し
な
が
ら
本
町
社
会

体
育
お
よ
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
曽
於
地
区
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長
と
し
て
、
平

成
12
年
度
よ
り
当
該
競
技
の
普
及

発
展
に
も
尽
力
さ
れ
る
か
た
わ
ら
、

地
域
の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
普
及
振
興
に

も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

第51回

▲表彰を受ける岩切チエさん

九
州
地
区

九
州
地
区

体
育
指
導
委
員
研
究
大
会

体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
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農薬の飛散防止対策は，大丈夫ですか！
　その農薬は，安心・安全の基準内ですか！

　農薬の使用にあたっては，ラベルに記載されている適用作物，使用時期，使用方法等の使用基準を
十分に確認し，農薬の誤使用が生じないよう細心の注意を心掛けましょう。
　また，農薬散布の際は隣接者との連絡を密にし，隣接作物の収穫時期・風向きなどを考慮して，飛
散のない安全な病害虫対応に努めましょう。（注；登録の失効した薬剤は使用できません。）

大崎町農業機械センターの利用について

　田植え・代かき・ロータリー作業等について，下記の料金で受託します。作業依頼をされる人は農
業振興センターへお申し込みください。
　◎田植え　５，２５０円　　◎代かき　５，２５０円　　◎ロータリー　２，６２０円
　◎肥料散布　１，８９０円　　◎プラウ (耕起 )　３，１５０円
　(料金は，１０ａ当り単価です。)　　その他にも各種作業を受託しています。

最　高　価　格（血　　統） 平均価格 前月比

雌 800,000円（安福久×平茂勝×隆桜） 333,584円 ＋45,384円

去勢 638,000円（百合茂×糸福×金幸）　 407,335円 －3,749円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 370,756円 ＋17,424円

大崎町春季畜産品評会の開催について

　日　時　：　平成２１年３月３０日（月）　午前９時から
　場　所　：　大崎町家畜集合指導センター（岡別府）

【出品種目】 【　月　齢　】

１部（若雌区） 平成20年５月生まれで，セリ市終了のもの

２部（若雌区） 平成20年1月～平成20年4月末日まで

３部（若雌区） 平成19年10月～平成19年12月末日まで

４部（父系群） 平成19年10月以降生まれで，セリ市終了のもの

【お問い合わせ先】大崎町農業振興センター内　農林振興課　営農推進係　TEL476-1111（内線167・168）

平成21年２月　子牛セリ市成績表（町内分）
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『最後で最高の読書祭り！』
　２月18日㈬，立小野小学校で最後の読書祭りが
行われた。立小野小学校は３月末日で閉校となるた
め，これまで読書活動でお世話になった方々に感謝
の気持ちを表そうと，図書委員会が中心となって読
書祭りを計画。
　昨年の９月から「母校の後輩たちのために，なに
か役立ちたい」と，鹿児島市から月に２回ほど読み
聞かせに来られている窪田喜代子さんが，本の読み
聞かせをされるなど，楽しいひとときを過ごした。
　最後に，子ども達一人ひとりから手作りのメッ
セージカードやしおりなどが贈られると，窪田さん
は「迷惑だと思っていたけれどプレゼントまでもら
え，子ども達との楽しい思い出ができました。」と
喜び，最後で最高の読書祭りとなった。

『篤姫に学ぶ大崎の未来！』
　２月21日㈯，町中央公民館において，生涯学
習文化講演会が開催され，町内外から多くの人
が訪れました。
　講演会には鹿児島大学法文学部教授でＮＨＫ
大河ドラマ『篤姫』の時代考証を担当された原
口泉教授が『篤姫に学ぶ大崎の未来』と題して，
『篤姫』での撮影現場のエピソードなどをおり
交ぜながら約２時間講演され，来場された人は，
大河ドラマのシーンを思い浮かべながら聞いて
いるようでした。
　また，ドラマでは分からない大奥の給料や，
篤姫が飼っていた猫の餌代の高さに，驚きの声
が上がっていました。

『大崎スポーツフェスタが開催！』
　２月８日㈰，大崎町総合体育館で第２回とな
る大崎スポーツフェスタが，大崎スポーツクラ
ブ設立準備委員会の主催により開催されました。
　当日は，３歳の幼児から70歳代の参加があ
り，フットサル，バドミントン，スポーツ吹き
矢の３種目を午前中に練習し，午後よりそれぞ
れの競技を大会形式で行いました。参加者のな
かには，初めての競技にチャレンジされる人も
いらっしゃるようでした。
　また，フットサルには日本女子サッカーリー
グ加盟のジュブリーレ鹿児島（旧・鴨池アサヒ
ナ）の選手の皆さんも参加し，プロの技術に会
場は大いに盛り上がりました。
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『選手を後押しする数多くの声援！』
　駅伝大国鹿児島県。今年も12地区から選ば
れた猛者たちによる第56回県下一周駅伝競走
大会が２月14日から18日までの５日間で開催
され，鹿児島路に赤や黄の旗が振られた。
　総合３位でスタートした曽於は，５日間の
中で一番の難所として知られる一区『心臓破
りの亀割峠』で区間新のスタートダッシュを
決めると，10区間中４区間で区間賞（うち２
区間で区間新）の力走を見せ，日間準優勝で
総合２位にあがった。
　小学校や中学校が立ち並ぶ国道220号沿い
を走る４日目第８区は，大会に参加する選手
が一度は走ってみたいと思うコース。生徒児
童や地域住民など数え切れないほどの人が応
援に駆けつけ，力走する選手に惜しみない声
援が飛び交っていた。

『キジのように空高く！曽於地区植樹祭』
　２月７日㈯，大丸改善センター前で曽於地区
植樹祭が開催され，林業に携わる関係者など多
くの人が大崎町を訪れました。
　式典は，町高校生クラブと町青年団による太
鼓の演奏で始まり，各種褒

ほう

賞
しょう

授与や，これから
の林業の担い手となる若者によるスローガンの
宣言などが行われました。
　その後，マテバシイとシマトネリコの広葉樹
２種21本と松の苗木450本が参加された人達の
手によって植えられ，最後にキジ20羽が緑の少
年団の子ども達によって放鳥され，今から育つ
であろう植樹された木のように空高く舞い上が
り，大きな歓声が上がっていました。

『父ちゃん！救命胴衣つけたや？』
　昨年４月から，航行中の漁船に一人で乗船し
て漁ろうに従事している場合，救命胴衣の着用
が義務化されたことを受け，２月４日㈬，東串
良漁業協同組合女性部（隈元和代部長）が，漁
船での救命胴衣着用100％を目指そうと，ライ
フジャケット着用推進員『ルピナス隊』を結成
し，委託式が行われました。
　式では，東串良漁協職員が「積極的にライフ
ジャケットを着用するよう声かけを徹底してい
きたい。」と決意表明し，志布志海上保安署長
が「救命胴衣を着用すれば，もし事故に遭遇し
ても助かる確率が極めて高くなります。ルピナ
ス隊の結成で事故が起こらないことを期待しま
す。」と話されました。
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㈳
新
大
隅
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

は
志
布
志
市
・
大
崎
町
を
中
心
に
地

域
発
展
の
た
め
に
奉
仕
・
修
練
活
動

を
行
な
う
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
青

年
経
済
人
の
団
体
で
す
。
今
年
も
、

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
地
域
発
展
へ
熱
い
想

い
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

㈳
新
大
隅
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局　

新
平

　

〒
８
９
９

－

７
１
０
３

　

志
布
志
市
志
布
志
町

　
　
　
　
　

志
布
志
２
２
４
２

－

３

　

℡
０
９
９

－

４
７
３

－

２
３
７
８

　

sin-ohsum
i@
s6.dion.ne.jp

　

大
崎
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

要
領
で
大
崎
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
資
格
】

●
大
崎
町
に
３
年
以
上
居
住
す
る
人

の
子
弟
で
、
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
・
専
門
学
校
等
（
予
備

校
を
除
く
）
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

●
学
業
お
よ
び
性
行
が
優
良
で
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
で
あ
る
こ

と【
奨
学
金
の
額
（
月
額
）】

・
高
等
学
校
等
（
１
万
円
）

・
高
等
専
門
学
校
（
２
万
円
）

・
大
学
お
よ
び
専
門
学
校（
2.2
万
円
）

【
受
け
付
け
期
間
】

　

平
成
21
年
４
月
１
日
㈬

　
　
　
　

〜
４
月
24
日
㈮
必
着

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
崎
町
教
育
委
員
会
管
理
課

　

℡
０
９
９

－

４
７
６

－

１
１
１
１

（
内
線
４
０
１
）

●
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
平
成
22
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
人

【
受
け
付
け
期
間
】

　

平
成
21
年
４
月
１
日
㈬

　
　
　
　

〜
４
月
８
日
㈬
ま
で

【
第
１
次
試
験
日
】

　

平
成
21
年
５
月
３
日
㈰

●
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た

人
、
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と

認
め
る
人

【
受
け
付
け
期
間
】

　

平
成
20
年
４
月
11
日
㈯

　
　
　
　

〜
４
月
22
日
㈬
ま
で

【
第
１
次
試
験
日
】

　

平
成
20
年
６
月
21
日
㈰

●
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

往
信
用
封
筒
の
表
に
、
請
求
す
る

試
験
名
を
朱
書
き
し
、
あ
て
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
に

１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
り
付
け
同

封
し
、
次
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
国
税
専
門
官
採
用
試

験
・
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
・

法
務
教
官
採
用
試
験
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
　
　
　
　

第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２

－

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区

　
　
　
　
　

博
多
駅
東
２

－

11

－

１

　

℡
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７
３
３

　

fax
０
９
２

－

４
７
５

－

０
５
６
５

情
報
告
知
板

㈳
新
大
隅
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集

募　
　
　

集

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

平
成
20
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
等

程
度
）
の
ご
案
内

大
崎
町
奨
学
生
募
集の

ご
案
内

広告

広
告

広
告
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テ
レ
ビ
は
、
も
う
地
デ
ジ
（
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
ま
す
か
？
今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、
２
年
後
の
２
０
１
１
年
７

月
に
終
了
し
て
、
地
デ
ジ
に
完
全
移

行
し
ま
す
。

　

２
月
２
日
、
新
し
く
設
立
さ
れ
た

総
務
省
鹿
児
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
ス
ム
ー
ズ
に
地
デ
ジ
に
切
り
替
え

て
も
ら
え
る
よ
う
に
各
地
へ
説
明
員

を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
無
料
で
す
。）

　

こ
れ
ま
で
の
相
談
窓
口
で
あ
る
総

務
省
の
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
と
り
つ
つ
、
実
際
に
地
デ
ジ

の
画
面
も
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
地
デ
ジ
の
基
礎
か

ら
お
答
え
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
自
治
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
集
会
、
イ
ベ
ン
ト
に

説
明
員
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
電
話
で
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
年
間
を
通
し
て
随
時
、
説

明
員
を
派
遣
し
ま
す
。　
　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
、

全
て
の
ご
相
談
も
従
来
通
り
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０

－

０
７

－

０
１
０
１

※
平
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
。
土
、
日
、
祝
日
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

　

カ
ラ
ス
の
営
巣
で
停
電
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
営
巣
を
見
つ
け
た

ら
九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

九
州
電
力
鹿
屋
営
業
所

　

℡
０
１
２
０

－

９
８
６

－
８
０
６

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
申
告
時

期
が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
４
月
１

日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
の
間
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら

年
度
更
新
の
手
続
き
は
６
月
１
日
か

ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
年

度
更
新
申
告
書
は
５
月
末
に
送
付
す

る
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
労
働
保
険
料
等
の
算
定

方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
（
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
に
支
払
う

賃
金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得

た
額
と
な
り
ま
す
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
９

－

２
２
３

－

８
２
７
６

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
古
い
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳

を
配
達
の
際
、
古
い
電
話
帳
を
配
達

員
に
お
渡
し
下
さ
い
。
ご
不
在
の
場

合
は
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９

お知らせ

『
地
デ
ジ
』
説
明
会
の

ご
希
望
団
体
を
募
集

カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
！

平
成
21
年
度
か
ら
年
度
更
新
の

申
告
時
期
が
変
わ
り
ま
す

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

広
告

広
告

広告

１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ
運動の必要な方にお勧めのトレーニングスタジオ！
「リセット３」のお知らせです。
３次元の振動を利用、加速度が生み出すトレーニング
マシーン「パワープレート」は内臓脂肪の減少、血管
の修復、ホルモンの分泌促進
脳の活性化、からだの歪みがとれて痛みがとれる
糖尿病の予防、メタボリック対策にも効果的です。
医療機関、エステサロン、サッカー Jリーグやプロ野
球にも導入されている最強マシンです。
場所：大崎町菱田１３２０番地５松下方
担当：小窪浩子（フィットネスインストラクター）
お問い合わせは℡０８０－６４１３－３９１５まで

広
告
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